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はしがき 
 
本報告書は、日本財団の 2011 年度助成事業「船舶関係諸基準に関する調査研究」の一環として、大気汚

染防止規制導入プロジェクトにおいて実施した「大気汚染防止規制の円滑な導入のための調査研究」の成

果をとりまとめたものである。 
なお、本調査研究は、2009 年度まで実施された大気汚染防止プロジェクト（船舶の大気汚染防止に係る

基準に関する調査研究）に引き続き、本プロジェクトにおいて実施したものである。 
本プロジェクトでは IMO（国際海事機関）/ MEPC（海洋環境保護委員会）及び BLG（ばら積み液体・

気体物質小委員会）での審議に関する検討として、大気汚染防止規制の円滑な導入のための調査研究を実

施した。具体的には、我が国における地域規制の必要性検討に関する対応、SCR 装置を備えたエンジンシ

ステムの認証ガイドラインに関する対応、NOx 3 次規制開始時期のレビューに関する対応、燃料油品質規

制に関する対応、を行った。これらのうち、我が国における地域規制の必要性検討に関する対応について

は「ECA 検討ワーキング・グループ（WG）」を本プロジェクト内に設置し更に詳細な検討を行った。 
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